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は じ め に

インドネシアのスマ トラ島東海岸一帯には

広大な低湿地帯が拡がっている｡この湿地帯

の最 も海よりの部分はマングローブによって

おおわれ,内陸にすすむにつれて湿地林が出

現する｡この報告は1978年 9月 1日より12月

10日まで約 100日をかけておこなわれた南ス

マ トラの森林調査のうち,特に低湿地部の森

林の現状とその開発状況についてのべるもの

である｡1)

赤道を中心にして南北はぽ30度の緯度まで

の熱帯,亜熱帯の海岸線には,マングローブ

林が広 く分布 している｡北端は日本列島の南

西諸島 (一部南九州)にみられるが, 最も規

模の大きいものは植物地理でいうマレーシア

地域を中心に拡がっている｡その中でも特に,

インドネシアのスマ トラ,カリマンタン,イ

リアンジャヤなどに大きな群落がみられる｡

Wiroantmodjo[1978]の報告によれば,イン

ドネシアのマングローブ林面積はイ リアンジ
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ヤヤが 2,934,000haで第 1位 であり, スマ

トラが 397,000haで第 2位 を 占めている｡

このスマ トラのうちでも,最 も大きな面積を

もつのが南スマ トラであり,バ ンカ島の西海

岸も含めると 195,000haを占めている｡ リ

アウ,北スマ トラ,アチェの順に少な くなっ

てゆくが,いずれも南スマ トラの半分以下の

面積である｡

マングローブ林構成樹種のもつ特異な形態,

特に支柱根,気根,胎生種子などは古 くから

関心をひき,マングローブに関する研究はひ

じょうに数が多い｡インドネシアにおいては

1920年代から,Beckingど/α/.[1922],Luytjes

l1923],Haan [1931]の研究 が, Karsten

[1891],Schimper[1891]などの古典的業績以

後おこなわれた｡ マレーシアでは,Watson

[1928],フィリピンでは Brown & Fischer

[1918;1922]の研究があって,いずれも東南

アジアのマングローブに関する基本文献とし

て重要である｡ 最近のものとしては, Flora

Malesianaの一部としての DingHou[1958]

の Rhizophoraceaeの分類とそのまえがきに

あた る VanSteenis[1958]のマングローブ

に関する概論, Chapman[1975;1977]など

425



東南アジア研究 17巻3号

の世界各地のマングローブのモノグラフの集

積などの仕事があげられる｡

インドネシアのマングローブに関しては,

先にあげた古典以後はしばらく研究がとだえ

るが,最近になって,インドネシア政府の沿

岸開発政策にともなって,マングローブ林の

基礎的な研究が再開された｡共著者のひとり

であるSoekardjo&Kartawinatal1978]に
よるバニュアシン(Banyuasin)地域の研究は,

最近の数少ない生態学的業績のひとつである｡

マングローブが海岸植生を代表するものと

すれば,湿地林は,低地林とマングローブの

中間に位置する代表的な森林植生である｡一

般に東南アジアにおいては湿地林が随所にみ

られ,特に,大河の河口周辺のマングローブ

につづ く内陸地帯に広 く発達するのであるが,

その研究例はきわめて少ない｡アプローチの

悪さによるものと考えられるが,ボルネオを

中心にした Anderson[1958;1963],Muller

[1963]などの業績が代表的なもので,最近に

なって Corner[1978]の仕事がまとめられた｡

熱帯の低地,山地,海岸林などにくらべて,

最も研究の少ない地域が湿地林であるといえ

るだろう｡

Ⅰ 調 査地の概況

Fi虫.I Mapofsurveyarea.Pl,2and3arethe
plotssurveyed.
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1. マングローブ林

南スマ トラ州州都パ レンバ ンは,

南スマ トラ州の交通の中心でもあり,

インドネシアの首都ジャカルタか ら

は空路 1時間である｡ここから東,

東南,南方向へは自動車道がついて

いるが,北方向のバンカ海峡にいた

るまでの低湿地の交通はすべて川を

利用している｡(Fig.1)

パレンバ ンから40馬 力 の船外機

のついたスピー ドボー トで, ム シ

(Musュ)川の下流をまず東 -下 る｡

南スマ トラの石油積出港のプラジュ

(Pladju),プルタミナの基地 のある

スンガイ ･グ ロ ン(Sungaigerong)

あたりは,川幅も大きく,大型タン

カー,各種の帆船,小型ボー トが往

き来 し,石油,肥料,材木などの出

入りが激 しい｡航行する船舶のため

に波がかなり大きくなる｡やがて,

ムシ川が北-曲折するあたりがプラ

ウ･ボラン(PulauBorang)である｡

この少 し手前のマリアナ (Mariana)
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地域の住民はワニをとることを生業としてい

たが,近年ではワニはほとんどみられない｡

プラウ ･ボラン周辺は,低湿地一帯か ら集積

される材の集荷場である｡川の両岸に 1本ず

つワイヤーでつながれた数十本の材のイカダ

がみえる｡直径 40cm以下のものは付近の製

材所で製材されて国内用に,40cm 以上のも

のは輸出用に供される｡森林局のチェックポ

イントがあって,運搬されてきた材の検査を

おこなう｡ ここに現在ある材の大部分はアイ

ル ･ララン (AirLalang)の上流, ジャンビ

州との国境に近いあたりか らお くられて くる｡

メランティ,プライなどの材が中心である｡

パ レンバ ン周辺にこのような材はもはや残 っ

ていない｡プラウ ･ボランの川岸を優占する

のは Sonneral2'aca∫eOZar2'SであるO樹高10-

20m,直径 30-50cm くらいの大木の樹冠

が水面近 くまでたれ下 り,川筋にそってみら

れる｡

パ レンバ ンか ら約 40kmでウパ ン (Upang)

である｡数年前まではこの周辺は原生林であ

ったといわれるが,現在は移住政策の中心地

として大規模な開発がおこなわれ,川からみ

ると,大木の切 り残 しが目立つ｡さらに真北

にむか って約 40km 北上するとムシ川 がア

イル ･トラン(AirTelang)と合流 してバ ンカ

海峡に入る地点にスンサン (Sungsang)があ

る｡スンサンの町はこの流域で最 も海よりの

町である｡杭上家屋が軒をならべる｡大部分

の杭はニボン(OncoSPermattgi//ar2'a),一部

鉄木を使 う｡道 も杭上にニボンを縦わりにし

たものを横にわた した杭上道である｡

この町か ら海より-はもう町はな く,ある

のは数軒の漁師の家が海上に集まったもの く

らいである｡ したがって,必要な飲料水,軽

油,食糧などはすべてこの町で調達する必要

がある｡

スンサンか ら約 10km ばかり北 上する間

には,は じめニ ッパ (NJPafrut2'can∫),やが

て Avz'Cenm■aaZba,Sonneratz'aaZbaなどが

海岸ぞいにみ られる｡バ ンカ海峡に近 くなる

と波がやや荒 くなり, Avz'cenm'aや Sonne-

raZ2'aの倒木がかなり多 くなる｡ タンジュン

チャラット(TanjungCarat)を左-まがると,

ひじょうに浅い海が広がる｡ バ-ユアシンと

ムシ川の両河川によって堆積 した泥が一面に

おおっている地域である｡Avz'cenm'aaZbaが

岸近 くにいろいろな発育段階で出現 し,その

後方には Rh'zoAhoraの群落がみえる｡ 時々,

海の中に島状 にある泥上 には, Sonnerat2'a

aZbaが単木,または数本,群生 している場合

がある｡これ らの泥海は海鳥の餌場でもある｡

水深はおどろくほど浅 く,スピー ドボー トは

何度 も立ち往生する｡ この泥海を約 10km

弱はしると,タンジョンアピア ピ (Tanjung

ApiApi)というバニュアシン側 の岬に出,

そこか らバニュアシン入江を横切ると,対岸

のスンガイ ･ブンギン(Sungailiungin)に到

着する｡この川はバニュアシンに注 ぐ最大の

川であり,この河口の海上には10数軒の杭上

家屋が ある｡ エビとりを生業とする漁師小

屋である｡このうちの 1軒がインドネシアの

MAB計画によってたて られた小屋であり,

すでにここを中心に数回の調査がなされてい

る｡ ここを基地にして,周辺のマングローブ

林を調査することになる｡

すでに Soekardjo良 Kartawinata[1978]

によって,バ-ユアシン入江の両岸 4カ所に

4本の トランセク ト(20mx500m)がとられ

ているので,今回の調査は,それらの結果を

ふまえ,補足する意味で,二つの調査地をも

うけた｡､

プロット1は,バニュアシン入江の東岸ぞ

いに南下 し, タンジョングヌック (Tanjung

Genuk)のやや手前にあたる場所で, 入江か

ら10m林内に入 った地点に50mx50mの方形

区をもうけた｡バニュアシン東岸は,Av2'cen-

niaaZba,Sonneraziaca∫eoZarzl∫,Rh'202hora
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aAicuZataなどが前面 にみられるが,調査 し

た地点は,Rh'zoPhoraaAi'cuZataが最も波う

ちぎわまで出現している地点であるoAvz'cen-

m'aatbaの幼木が Rh'zoPhoraの前面,海よ

りに生育している場所が多かったので,同時

にこれらの地点の調査もおこなった.

プロット2は, スンガイ ･ブンギンを約 1

km さかのぼった地点から,バ‥ユアシンに

並行に, 20mx500m の トランセク トをもう

けた｡これは,内陸にむかう河川沿岸のマン

グローブ林の帯状構造を知るためである｡バ

ニュアシン西岸のスンガイ ･ブンギンやスン

ガイ ･アポン(SungaiApong)などの河川を

さかのぼると最も優占するものはニッパであ

り.上流-行けば行 くはど高密 とな るO プ

ロット2をとったあたりの岸辺近 くには,

ニッパと共に Kandeh-acandeZ,Rh'zoPhora

a22'cuZataなどが混成 しているのが船上から

みえる地点である｡

2. 湿 地 林

スンガイ ･ブンギンからバニュアシンを南

へさかのぼると,アイル ･ラランの合流点に

出る｡さらに南-行 くと西岸に出現するのが

プラウ･リマウ (PulauRimau)とよばれる

大きな島である｡ タンジョンスラ (Tanjung

Serah)が アイル ･ラランとアイル ･バ ニュ

アシンの合流点であり,そこから少 し南へ行

くと右手にやや大きな川がプラウ ･リマウか

ら流れている｡この川は特に名前はないが,

土地の人はスンガイ ･プサル(Sungai】〕esar,

大きな川)とよぶ｡ この川に入ると,はじめ

の うちは LSlonnerazZlaaZbaが優占するが,

やがてニッパのみになり,川幅はどんどん狭

くなる｡川水の色は黒色に近 くなり,ピー ト

地帯から流れてくることを示 している｡ニッ

パの葉高は平均9m近 くなり,両側から川面

をおおいつ くすようになる｡ニッパの果序が

川面にたれ下り,果実が落下 して,川面を漂

い,そのうちに芽を出してもなお漂流し,そ

のうち河岸に着地し,生育をはじめる｡こう

して川の両岸はますます狭 くなる｡ 7km は

どこのような川をさかのぼると突然視界が開

ける｡ニッパ林が切り開かれ,小さな精米所

と舟着場がある｡ここがパルブシ(Parubusi)

という村の入口である｡ここから舟をすて,

小運河ぞいに土のつみあげられた小道を行 く

と村の中心部をすぎ,やがて村のはずれに出

る｡このはずれから湿地林にいたるまでは伐

採跡地を歩 くことになる｡伐採跡地には,主

として切 り倒されたニボンがあちこちに橋の

ようになって,湿地の上をまたいでいる｡こ

の上を歩いて湿地林にむかう｡ 湿地にたまる

水は黒色で,深さは平均 して30cm前後であ

る｡伐開地あとの滞水地には, ミズ ワラビ

(cerato21eristhah'ctro2'de∫)が繁茂 している｡

伐倒木がなくなると滞水地をよけて,もりあ

がった根株周辺をとび歩いていくことになる｡

湿地林の内部はマングローブ林や低地林,

山地林などとくらべるとずっと明るい｡すな

わち林冠の閉鎖度がゆるやかであり,太陽光

線が林床 にまで届 く場所が多い｡上層 を 占

めるのはプライであり,その下に Cam2no∫-

JPermaや OncosPermaがあり, その下には

地表植生という構造になる｡この湿地林では

20mx50mのプロットを一つとって調査をお

こなった｡

Ⅲ 調 査 方 法

マングローブ林,湿地林のそれぞれのプロ
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こなった｡方形区をさらに10mxlOmの小方

形区にわけ,そこに含まれる胸高直径10cm以

上の個体の胸高直径を直径巻尺で測定 し,樹

種の同定をおこなった｡ 不明の樹種は標本を

もち帰 り,ボゴールの--バ リウムで同定し

た｡プロット1については,20m:<50m内の

直径10cm以上の個体の樹高,生枝下高の測定

をおこなった｡プロット2については,標準

木を30本選んで樹高の測定をおこなった｡湿

地林については,胸高直径10C皿以上の全立木

の樹高を測定 した｡いずれの場合にもワイゼ

測高器を用いた｡プロット1と湿地林におい

ては,測定 した胸高直径 10cm以上の個体の

位置図ならびに樹冠の拡がりを投影図として

措 いた｡ さらにプロット1の Rh'zo2hora

aZz'tuZataについては支柱根の板張りの位置

を記 した｡測定木のうち数本につき板系の写

生をおこなった｡

胸高直径 2cm以上10cmまでの小木について

は5mx5mのコドラ- トを各小方形区内に

もうけ,全出現個体の胸高直径,樹高を測定

し樹種を同定 した｡胸高直径 2cm以下の地表

植生については 1mxlmの小コドラ- トを

各小方形区内にもうけ,全出現種の記載をお

こない,被度,個体数を記録 した｡プロット

3については種名の記載だけにとどめた｡

Ⅲ 調 査 結 果 と 考 察

1. マングローブ林

イ)プロット1

Tablelにプロット1の調査結果を示 した｡

出現した胸高直径10cln以上の樹種はわずかに

4種である｡1haあたりになおすと本数が596

本, 胸高断面積合計は251Tfである｡ そのう

ちわけをみると,本数ではRh2'zoZ/lordaZ2'Cu-
Zataが最も多 く全体の52パーセントを占める

が, 胸高断面積合計では Av2'cenm'aaZbaが

49パーセントを占めて,前者よりも大きな割

合を示 している.他の 2種,Brugu2'eraParvl'-

,Gora と Av2'{enntaOPcz'nah'Sの胸高断面積
合計に占める割合は10パーセントに達 して

いない｡ したがって, このプ ロット1で は

Avz'cenm'aajbaが最も優占し, Rhz'zo2JBora

a2icuZataがそれにつづき, この 2種によっ
て大部分が占められているといえる｡

胸高直径の最大のものは,Avz'cenm■aath

にみられ, 85.1cm を記録し,同じ個体が最

TableI FloristiccompositionofPlot1. Trees10cmDBH andoverare

shown. Theplotis50mx50m .

Species

Rhizoph oraapICulata
Bruguieraparvidora
A vicenniaalba

A vicenniaofhcinalis

Dmax
(cm)
51.1
18.2
85.1
22.1

Hmax
3mE

35.0

18.0

36.5

21.0
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Table2 FloristiccompositionofPlotl･

(1)Species

BruguieraparviflOra

RhizophoraapICulata

Avicenniao氏cinalis

77l 1,232t84;:…三!……:;≡21.57】7.19】 32.01
(2)Species

Trees:BruguleraParviaora

Avicenniao丘icinalis

A.alba

RhizophoraapICulata

Xylocarpusgranatum

Shrub:Aegicerascorniculatum

WoodyClimber:Derristrifoliata

Herb:Acanthusilicifolius

34

8

16

13

2

l

1

3

6

8

0

6

4

4

4

4

5

2

4

3

≡::52;i…25莞

(1) TreeswithDBHlessthanlOcmand2cmoroverareshown,basedon25plots0f5mx5m.

(2) Plantssmallerthan2cmI)BH,basedon25plotsofユmxlm.
Note:Abbreviationsareasfollows:

N-Numberofindividuals,D-Density,F-Frequency,
f-Numberofplotsinwhichspeciesoccurs,AC-Averagetotalcover,
DR-Densityrelative,FR-Frequencyrelative,ACR-Averagetotalcoverrelative,
BA-Basalarea,BAR-Bas礼larearelative,ⅠⅤ-Importantvalue

高槻高36.5m を示した｡ Rh'zoPhraaP2'Cu-

Zataの最大直径は51.1cmで最高樹高は35mで

あった｡他の2種の最大直径,樹高は共にず

っと小さくなる｡

小木についてみると Table2(1)に示 され

るように,上木の4種のうち3種のみがみら

れ,しかも,上木の中では大きな割合を占め

ていなか った Bruguiera2arvzfroraが最

も優 占 し, つ いで Rh'zo2horaaP3'cuZata,

Av2lcenm'aoPcinah'Sの順になっている.上

層木の中で最も優占度の高いAvz'cenm'aalba

の小木が全 くみられないことが特徴的である｡

さらに小さな椎樹になると Table2(2)に

示されるように,樹種は高木種が 5種,低木

穂 l種,つる植物 1種,草本 1種となる｡こ

こでも,Brugu2'era2arvlPoraが第 1位を占

めていて,Av3'cennz'aaZbaは全 く出現 しな
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い｡

このプロット1の樹冠投影図を Fig.2 に

示した｡かなり均一な大きさの樹冠がかなり

密に分布していることが認められる｡このう

ち RJhizoPhoraaPZ̀cuZataのみをとり出し,

樹冠投影図と共に,支柱根の位置を投影した

ものを Fig･3に示 した｡Rh'zo2horaの板系

の拡がりは,ほとんどの場合,樹冠投影面積

内に含まれる範囲内にあるということがよみ

とれる｡

代表的な支柱根, 気根をもつ Rh'zoZhora

aAz'{uZataの 1個体をとりあげ, 根系の横断

面と投影図をあわせて Fig.4に示した｡ 幹

の下部は林床近 くなるほど細 くなってゆく｡

支柱根の横断面は上部の方が幅の広い角ぼっ

た扇だ円形をしている場合が多い｡

Av2'cenm'aaZbaが胸高断面積合計において
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Fi虫.2 MapofPlot1,showingthehorizontalprojectionoftreecrownsandthepositionof

stem bases. Opencirclesrepresentthestemsoftreeswhosecrownsaremostly

exposedtodirectsunshineIWhilesolidcirclesindicatethestemswhosecrownsare

coveredbytllOSeOfothertrees.
10cmandoverareshown.

最優占したにもかかわらず,同種の稚樹や小

木は全 く林内にはみられなかった｡ところが,

林内から海側の泥上にかけては,同種の椎樹

が広くみられる｡そのことについて調べてみ

た結果をつぎに示そう｡

海上からマングローブ林を遠望す る と,

RJBizo2Aoraa22'CuZataが林縁を形成し,その

林縁から海上までのきわめて泥の深い地帯に

Avz'Cenniaatbaが優占している地域が数多 く

みられる｡プロット1の周辺にも同様な群落

形態がみられたので,林縁から海がわへ50m

の巻尺をはり,その両側各 1m内に含まれる

仝樹種の樹高,地際直径を測定 し,樹種を同

Plotsizeis50mx50m. OnlytreesorDI∋H

定した｡ その結果からAvicenniaaZbaのみ

をとり出し,各 lm x 2mの小方形区内に含

まれる同種の平均樹高 をプロットした のが

Fig.5である｡若いAvzlcenn2'aaZbaの優占す

る海ぞいの群落は,一見したところ,ごく小

さな個体の集まりにしかみえない｡が実際に

はこの図にみるどとく,樹高 7m50cmのもの

があり, しかもこのAv2'Cenm'aの嵩は幅50m

に達している｡他種も出現するが,無視 しう

る程度であり,これはAv2'cenm'aaZbaの純群

落であるといってよい｡

一般に東南アジア一帯のマングローブ林で

最も海側を占める先駆種はAvz'cenn2'aである
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Fig.3 MapofPlot1,showingthehorizontalprojectionoftreecrowns,thepositionofstem

basesandrootdistributionofRhizoPhoraaPicuZata.

ことが認められている｡実際に,沿岸ぞいにマ

ングローブ林を観察すると,同じAv21cenn2'a

林でもきわめて多様な段階がみられる｡この

調査地のようにきわめて幼齢な段階から,坐

長 して樹高10mから15mになった中木林,さ

らには老齢化して胸高直径が60cmをこえ,大

木のいく本かが倒れている段階などさまざま

である｡が基本的には,この南スマ トラのマ

ングローブ林においても最 も海ぎわを占める

のは,AV2'cenn2laatbaであると考えてまちが

いはないであろう｡すでにのべたように,こ

の樹種の椎樹は林内では生育 しえないのであ

る｡バニュアシンから海岸ぞいにアランガン

タン(Alanggantang)まで予察をおこなった

結果 も同 じことがいえる｡
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ロ)プロット2

このプロットでは,すでにのべたように,

20mx500m の トランセク トをとり, 川岸か

ら林内にむかってどのような変化がみられる

かを目的とした調査 をおこなった｡ まず 全

体の数字 を Table3に示 そ う｡Brugu2lera

幻′mnOrrh2'zaとRh'zo2horaaA2'cu7ataが本

数でそれぞれ40-45パーセント,胸高断面積

合計で42-51パーセントを占めている｡他の

2種,Brugu2'erasexanguZaと Excoecan'a

agaZZoCAaの本数, 胸高断面積合計は共に小

さい｡

これをもう少 しくわしく川岸からの琵巨離に

よってどのように変化するかを調べた｡Fig.

6は, 川岸から100m2 ごとにまとめた場合
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の4種の動きである｡まず本数では大きな目

立った傾向もなく,RhlzoAhraaPz-cuZataと

Bruguz'eragγmnorrh'zaが 出現 している.

胸高断面積合計においても同様の傾向がみら

れる｡ これらのことは,本流から約 1km 内

陸に入った地点では,Rh'zo2horaaPz'cuZata

と BruguZleragγmnorrh'zaが特にすみわけ

る状態もなく出現 していることと考えてよい

だろう｡

むしろ,この中で重要なことは,ここにあ

げた4種のマングローブ樹種が 出現 しない

小方形区がかなり多いとい うことで あ る｡

Segmentの 6,すなわち小方形区の51から60

にかけては,全 く1本の高木も出現 しないの

である｡ここに生育していたのはニッパとシ

ダのAcro∫tz'Chumaureumであった.特にニ

ッパは小クリークを中心に菓高91mの高さで

いくつもの株状に大きな群落をつ くっている｡

またAcro∫tz'Chumaureumは倒木跡地などに

いちはやく侵入するし,上層木があって直射

日光のささない林床にも多 くみられた｡

小木の調査結果は Table4(1)に示されて

いる｡ プロット1と異なる点は, 上層木 の

優占順に小木も出現してい る ことで あ る｡

GZoch2'dz'onなどの非マングローブ樹種が 出

現することも水辺真近なプロット二1との違い

Fig･4 Rootsystem ofRh'zophoraapicuZaza
inPlot1. Sample treeis29.0cm

DBHand25.5minheigllt.

である｡稚樹 (Table4(2))についても同じこ

とがいえると同時に, ACro∫zichum aureum

が圧倒的に大きな優占度を占めることが示さ

れる｡ プロット1では着生植物やつる植物は

ほとんどみられなかった｡ところが,このプ

l

- ■ ■ 一 一
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繋) 40 30 20 10 0

Inl8nd一一 DislqncefromSed(m) 一一SecISide

Fi虫.5 AverageheightdistributionofAuicc717tiaaZbafromthemarginoftheforestto
tlleSeanearPlot1.
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Fi虫.6 DistributionofNumber(1)andBasalarea(2)of4speciesofDBH 10cmandoverin

Plot2. Eachsegmentis20mx50m･

Rh.ap.:Rh3'BWPhoraaPicuZata, Br･gy･:Bruguicragγmnorrhiza,
Br･se･:Bruguiera∫exanguZaJ Ex･ac･:ExcoecariaagaZZocha･
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Table3 FloristiccompositionofPlot2. Trees10cmDBHandoverare

shown,basedona20mx500mtransect.

Species

Bruguieragymnorrhiza

Rhizophoraapiculata

BruguleraSeXangula

Excoecariaagallocha

Total

Number
(N/ha)

BasalArea
(m2/ha)

0

0

0

0

7

5

1

3

3

4

2

1

ロットでは着生のシダが 5種,つる植物が 6

種採取された｡ これらの種名は次のとおりで

ある｡

着生シダ

Ne2hroZeAz'∫biSerrata,N･radz'can∫,

Vz'ttariaeZongata,Drynan'aguerclfoh'a,

Pyrro∫2'aadna∫cen∫･

つる植物

Uncarz'agZabraza,Coccl●ntacordzfoh'a ,

Mz'ham'acordata,Dern'stnfoh'ata,
Ficu∫tn'chocar2a,Cayraz3'atrzfoh'a･
このプロットで出現 した樹種の中で最大の

胸高直径をもつのはBrugu2'eragymnorrh'za

で,61.2cm,その樹高は37mであった｡最大

樹高は RhlzoPhoraa22'cuZataの45mであっ

た｡

プロット1とくらべると,泥が固くなり,

樹高が高 く,個体が大 きくなり,かつ散在す

る｡倒木跡地には,Acro∫tz'chumaureum が

侵入 し,クリークぞいにはニッパが多い｡着

生植物,つる植物ならびに地表植生の種類数

が多 くなるなどの差が認められる｡

形態的には,Brugu2'eragγmnOrrhtzaは小

さな板根があり,黒色に近いざらついた樹皮

Table4 FloristiccompositionofPlot2

(1)Species

RhizophoraaplCulata

Bruguieragymnorrhiza

B.sexangula

Excoecariaagalloch a
G lochidion litorale

N 】D/ha

8
2
8
4
6

2
9
4
4
1

3
1
1

1

4

6

8
2

4

2

1

(2)Species

Acrostichumaureum

Nephrolepisbiserrata

BruguleragymnOrrhiza

Rhizophoraapiculata こ~一 二∴

(1帯 (I:;T)1({tI.チ
デ三 ~三 三 二三

4日 2…三,i

三…::7311……:212.

≡;:5303弓

62.93

42.80

(1) TreeswithDBHlessthan10｡mand2cmoroverareshown,basedon50plotsof5mx5m.

(2) Plantssmallerthan2cm DBHareshown,basedon50plotsoflmx1m.
Note:AbbreviationsarethesameasinTable2.
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で,樹幹の下部や板根上にはコルク質の皮目

があらわれる｡気根は幹周辺の滞水 した湿地

か ら腰板がつき出た形をとる｡ 胎生種 子 は

Rh'zoPhoraのものにくらべると短 く太い｡

Rh'zo2AoraaPicuZataの支柱根は幹から大

きくわん曲して地上に到達 し,そこか らさら

に数本の根系が伸長する｡支柱根の高さは,

大径木になると地表より4mに達することも

ある｡気根は幹または枝か らたれ下る型とな

るoBrugu2'eraの黒色に近い樹皮にくらべて,

平滑で灰白色に近い樹皮であり,材は固い｡

前者は比較的固い泥上に生育し,マングロ

ーブ林の最 も内陸部に分布するといわれてい

る｡後者は,入江付近の深 くやわらかい泥中

から,内陸よりの固い泥の上にまで分布する｡

プロット2の調査結果か らは両者のすみわけ

状態は判然とせず,むしろ混交 していると考

えた方が事実に即している｡

-)まとめ

プロット1および2の調査結果ならびに周

辺のマングローブ林の観察結果と Soekardjo

&Kartawinata[1978]の調査結果などから,

南スマ トラ東部海岸のマングローブ林につい

ては,つぎのようにいうことができる｡

(D最 も海よりに出現する先駆種は Av2'cen-

niaatbaである.この樹種の椎樹は林内には

みられず,常に海側に生育する｡バニュアシ

ン入江からアランガンタンにいたるマングロ

ーブ林の海側を形成するのは一定 してこの樹

種であり,群落形成の時期により幼木の段階

か ら老齢林にいたるまで,各種の段階がみら

れる｡この生育地は泥が深 く,体重 70kgの

人間が 1mの深さにまでもぐるくらいである｡

① Rh2'zoAhoraaA2'cuZataが Ayz'cenm'aの

内側にみられる｡Av2'cenm'aが欠如 した場合

Rh'zoPhoraが最前面 に出現することにもみ

られるように,かなり深い泥か ら,内陸の固

い泥上まで幅広い適応性をもっている｡樹高

は最高値が45mを記録 した｡
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(むBruguieragγmnorrh'Braは マ ングロー

ブ林の最も奥まった地帯 に出現 し,Rh'zo-

2JboraaPtcuZataと混交する｡ マングローブ

の中では大木になる樹種である｡同属 のβ.

ParvZPoraは,やややわらかい泥上でも生育

し,B･sexanguZaは B･gγmnorrh'zaにに
た生息条件を示すが個体数は少なく,樹体 も

小 さい｡

@ニッパはクリークを中心に繁茂する｡ク

リークぞいから倒木跡地などにかけて分布が

拡がってゆく｡ニッパの生育土壌は固い｡

⑤倒木跡地や林内下床に多 くみられるのは

Acro∫t2'chumaureum である.

@倒木による解放地の出現頻度はかなり高

い｡海ぞいのマングローブ林が密であっても,

内陸に行 くにしたがって粗になると考えられ

る｡

⑦海岸より内陸河 川 に入 ると Av2'cem2'a

aZbaにかわって Sonneral2'aaZu が前面にみ

られる場合 もあ り,さ らに上流 には Son-

neratz'aca∫eoZar3'Sが前面をほぼ優占すること

になる｡

2. 湿 地 林

Table5に調査結果を示 したO ここではヤ

シ類は含んでいない｡本数で最 も多 いの は

PoJyaZth'agZaucaであるが, この胸高断面

積合計は大きくない｡ すなわち, この樹 種

の各個体は小さい｡本数で第 2位 を 占め る

Cam2noSPermaal-'cuZazaは,胸高断面積合

計もかなり大きな値を示 している｡胸高断面

積の最も大きいものは AIstom'aangu∫12lZoba

である｡ 1本で全胸高断面積合計の1/3を占

めている｡この樹種がインドネシア名でプラ

イと呼ばれ,この地域の湿地林から産する最

も重要な材である｡遠望すると,湿地林の中

に大きな半円形の樹冠が他を圧倒 しているの

で, す ぐにそれとわかる｡ 樹皮は肌色に白味

がかった色を し, 幹下部の樹皮はやや粗で
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Table5 Floristic composition of Plot3.
Trees10cm DBH and overare

shown,basedona20mx50mplot.

Species

Polyalthiaglauca･

Campnospermaauriculata

Ocanostacllisamintasea

AIstoniaangustiloba

Macarangatricocarpa

Palaquiumsp.

Eugeniasp.

Elaeocarpusobtusus

Brochidiasp.

Artocarpusumisophylus

Memecylonsp･

Litseasp.

Baccaureasp.1

Neonaucleasp.

Dendrocnidestimulans

Neonaucleacalycina

Macarangaipolica

Neonaucleaobtusa

Baccaureasp.2

NumberIBa買il)rea

･otal 宅 29 岳15･610･1

ある｡ かなり高い坂根を有する｡ 湿.地 林 内

でこの樹種のある周辺は土 が も りあが り,

Dendrocm'de属などの低木類が密生 している｡

この樹種が湿地林の第 1層であると考えてよ

い｡樹高50mに達する｡

第 2層にくるのは Cam2nos2ermaである｡

この樹種は,ちょうど球を半分に切 ったよう

な半球型の樹冠を形成 し,葉が大栗で,樹幹

が樹冠までまっす ぐにのびているのです ぐに

同定できる｡ プライの下の第 2層を形成 し,

平均 して樹高30m前後である｡この第 2層に

達するものにはMacarangaZricocarPa,PaZa-

gu2'um 属などがあるOまたここで は表 に し

ていないが, ヤシの Oncos2ermatz'gz'ZZarz'a

がある｡このヤシは一般にニボンとよばれ,秩

状になって数本か ら10数本が群生する｡樹高

は最高26.5mに達する｡ 茎下部にはするどい

トゲがあり,材は固い｡湿地林の第 2層を特徴

づけるのは,CamPnosAermaと Oncos2erma

のやや粗な樹冠である｡これ らの閉鎖度は,

熱帯低地多雨林や山地林などのようにうっ閉

した感 じか らはほど遠 く, したがって湿地林

の林床は明るい ｡

第 3層以下は PoJyaZt/tz■agfauca,Neonau-

cZeaobtu∫a,Baccaurea属などの低木がみら

れる｡林床では,上層木の椎樹と共にヤシの

サラック(SaZacca属)数個体がみ られ,その

トゲが歩行をさらに困難にする原因となって

いる｡

林床のうち,植物の生育 している場所以外

はすべて水が滞水 している｡水の色は黒色に

近 く,す くいあげると細かい有機物質で混濁

していることが わか る｡ 水 深 は 20～ 40cm

でその下に約 20cm の腐植層があり,土壌は

その下か らは じまっている｡この腐植層の厚

さはピー トとよぶにはあまりに薄いが,スマ

トラの他の地方では,ボルネオの数mに及ぶ

ものと同 じくらい深いピー トがあるともいわ

れるので,一応 ピー トと考えてよいであろう｡

胸高直径 2cm か ら 10cm の小木について

は Table6に示すとおりである｡Euoり′mu∫

7'avam'cu∫,Syz)′gz'um 20/ycePhaZum,Den-
drocnide∫timuZan∫などが多い｡20個の 5m

x 5mの小方形区内の全出現種は24種でマン

グローブ林などに くらべてずっと多 くなって

いる｡湿地林といえども,汽水域のマングロ

ーブよりは琵境条件がず っとよくなり,生育

可能な植物が多 くなるとみてよいだろう｡

地表の椎樹にはTable6の小木類と全 く同

種のものが観察された｡先にのべたように,

SaZacCaも重要な構成要素の 1種である｡

Fig.7に,プロット3の樹冠投影図を示 し

た｡最 も大きな樹冠をもち,板根を有する個

体が AIstom'aangu∫tz'ZobaであるOそのつぎ
に大 きな樹 冠 を示 す の は CamPnos2erma
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Tableも FloristiccompositionofPlot3. TreeswithD】】Hlessthan10cm

and2cmoroverareshown,basedontwenty5mx5mplots.

Species

EuonymusJaVanicus

SyzyglumpOlycephalum
Dendrocnidestimulans

Canariumsp.

Eugeniasp.1

Macarangasp.

Elaeocarpusodontopetalus

Neonaucleacalycina

Elaeocarpusobtusus

Glochidionzeylanicum

Eugeniareinwardtiana

LitSeaSp.

Polyaltlliasumatrana

Campnosperma.auriculata
Leeaindica

Elaeocarpusglaber

SpeciesofAnnonaceae
Euodiasp.

Aglaiasp･
Timonius丑avescens

Anthocephaluschinensis

Artocarpussp･

Ficusglaberrima

Parastemonurophyllum

7

7

6

2

3

4

4

3

3
っ
J

2

2

3

1

3

2

2

1

1

1

1

1

1

1

7

7

0

3
0

7

7

0

0

0

3

3

0

7

0

3

3

7
7

7

7

7

7

7

1

1

0

3

5

6

6

5

5

5

3

3

5

1

5

3

3

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

Note:AbbreviationsarethesameasinTable2.
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Fi虫.7 MapofPlot3,showingthehorizontalprojectionoftreecrownsandthepositionof
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SaZaccasp. arealsoshown.
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auricuZataである｡ 斜線は, OncosPerma

tllgiZZariaが株状に生育する場所を措 いた も

のであり,湿地林におけるこの種の優占度が

示される｡縦線は SaZaccaの位置である｡

3. 湿 地 林 の開発

プラウ･リマウの名は,この島に トラ(hari一

mau)が多 く生息 していたことからつけられ

た｡その名の示すごとく,この島は湿地林で

おおわれた無住の地であった｡ この島に最

初に関心を示 したのはス ンサ ンのパ ッシラ

(pasirah)である｡彼はここに生育するプライ

(AIstom'a属)を伐出することを計画した｡

材を出すためには積出港までの伐出経路が整

備されなければならない｡1970年当時は,こ

の島へ入るスンガイ･ブサルはニッパでほぼ

完全におおわれていた｡バニュアシンからこ

の川に入り, バランで ニッパを切り, この

島の中央部の現在精米所があるところまで川

幅が広げられた｡そこからさらに運河をはっ

て原生林を切り開く下地がととのえられた｡

運河は湿地林内の水を排水する役目もする｡

4m40cm の長さに切られた材は,横方向に

コロの上をすべるようにして,数名の人間の

手によっておされて運河までたどりつ く｡運

河のやや広い貯木場とでもいうべきところで

10本の材が2列縦にならべられてつながれ,

それにひとりの人間がついて,水の流れにま

かせてバニュアシンの河口まで行 く｡そこで

集められた材は今度は 1本ずつ横にそろえら

れ,まん中をワイヤーでしめつけて,数十本

がひとつのイカダとなって,パレンバン近郊

のプラウ･ボランまで曳航される｡そこで再

び仕わけされて輸出用と国内向けにまわされ

るのである｡

材を搬出したあとのプラウ･リマウには運

河もあり,大木は切 られているところから,

開拓は容易である｡スンサンのパ ッシラはこ

こへブギスを導入した｡入植したブギスは1

家族 あたり2haの土地を与えられる｡ ここ

へ入植したブギスの大部分は,すでにジャン

ビ州の同じような低湿地の開拓をおこない成

功した人々が中心となっている｡入植したブ

ギスは残った中,小木を切りはらい, 1年後

の9月 (1年中でやや雨の少ない時期)に火

をかけて焼いた｡そのあと20×20m2くらい

の土地を整地する｡といっても焼け残りの倒

木が比較的少なく,排水状態の良好な土地を

選ぶだけであるOそれと並行して運河をはり

おこした土が固まってできた道路上や,人工

的につ くった高床,あるいはその屋根の上な

どに苗床をつ くる｡一番下にニッパの葉をし

き, その上に3cm ばかりの厚さの泥をひい

て,その上にモミをまく｡バナナの茎,ニボ

ンの幹などで四方をかこい,上をニッパまた

はバナナの葉などでおおう｡1日2回,朝夕

に潅水する｡1週間で背丈約10cmくらいにな

り,2週間たつと移植可能となるので,あら

かじめ整地しておいた20×20m2くらいの土

地に第 1回めの分植をおこなう｡この際 トゥ

ガル (tugal)という, 採色し木彫をほどこし

た穴あけ棒によって穴をあけ移植するが,穴

は表面の腐植層内でとどまり,土壌中に入る

ことはない｡これは,次の第 2回めの移植の

際に板系が切断されることをさけるためであ

る｡第 1回移植後,そのまわりの土地をさら

に整地し,約40日後に第 2回めの移植をおこ

なう｡この際,穴は深 く土中にまで到達する｡

収穫は4月である｡初年度の収穫はモ ミで

1ton/haあったが,毎年 1ton/haの増加量

で将来的にはモミで 8ton/ha･yr･が予想され

るという｡燃えきらずに残った材の腐植化が

すすみ,それが肥料となって収穫をあげると

同時に,田地が整地されてゆくことが条件で

あるという｡生育期間中,たよるのは雨水の

みであり,運河は排水用のみである｡

ジャンビ州では同じような湿地において,

7年めにモミで 8ton/yrの収穫をえている｡
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米のあとにココナツを植えている人も多いと

いう｡稲を連作 しても30年 くらいは大丈夫で

あろうという話である｡

稲以外ではナンカ,バナナ,サ トウキビ,

ナス, トウガラシ, トマ トなどが植えられて

いる｡運河をはって排水 しているとはいって

も,集落の周辺は常に水びたしの状態である｡

したがって,これらの諸作物は盛土した上に

植え付けられる｡またニボンや大木の根株の

もりあがった上は徐々に分解がすすんで作物

の生育には好条件であるところからトウガラ

シなどが好んで植えられている｡これらの作

物は点状に植えられているだけで換金作物と

なるまでにはいっていない｡現金収入の主な

ものはニボンを切り出し,売ることによって

いる｡ ブギスの本拠地であるスラウェシでは,

水牛を使い,かんがいによって稲作をおこな

っているが,ここでは水牛はいない｡動物は

ニワトリ,アヒル,犬,猫がいるくらいで数

は多 くはない｡

耕作地が不足する場合は周辺の林を切り開

いて新たに拡げることができる｡が平均して

1家族 1haくらいで十分であるという｡ブギ

スは金の余裕ができるとスラウェシ-帰り,

新たな人々をつれて帰ってくる｡現在 (入植

後 3年め)このパルブシの人口は700人 (100

家族)である｡

家の建築に際しては,家人があらかじめニ

ボンに穴をあけ,棟上げの段階で近隣のもの

が協力して 1日で組み立てる｡あとの床,壁,

屋根づ くりは住む人間がおこなう｡

村の拡張は運河の拡張と並行しておこなわ

れる｡村の中央を流れる運河の拡張,整備は

毎週土曜日,村中総出でおこなわれる｡現在

幅2m,深さ1mの中央運河を中心に左右に

数多 くの小運河が開拓の最前線までのびてい

る｡小運河にはそれぞれ名前がついており,

運河ぞいに住む人々がその整備をおこなう｡

深さ1m,幅 1mの運河をひとり1日で10m
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はりすすむことができる｡作業に使うのはシ

ャットとよばれる小型のスコップ状のもので

ある｡この作業量はジャワ人の3倍である｡

運河を拡張することによって居住空間は拡が

り,現在もこの村の人口はふえつつある｡ス

ンサンのパッシラによれば,スンサン地区内

でこのような湿地に50万人の入植が可能であ

るということである｡

4. 低湿地の保護と開発

以上,南スマ トラの低湿地のマングローブ

林ならびに湿地林の現状をのべてきた｡これ

らの地域は現在残された最後の未開発地域で

あり,しかもそこが現在,急速な開発の波に

さらされているといってよい｡森林生態学的

な見地から考えて,南スマ トラの低湿地はど

のような姿であるべきかを最後に考えてみた

い｡
Muller[1963]によれば, サラワクのピー

ト地帯からはマングローブの花粉が発見され,

4,500年前には現在 ピー トである地帯がマン

グローブであったことを物語っている｡スマ

トラにおいてはまだそのような研究はなされ

ていないが,いずれにせよ湿地林とマングロ

ーブ林は,大河のもたらす泥の沖積する地域

に生育する二つの隣接する大きな森林植生で

あり,湿地林は淡水域,マングローブ林は汽

水域にみられる｡湿地林とマングローブとの

境界は決して明白なものでなく,きわめて徐

徐に樹種の変化がおこることはすでにみた通

りである｡この地域が今まで未開発の状態で

残されたのはアプローチの悪さと病害の中心

という認識からであろう｡

ところが,人口増加によって,こういった

最後の未開発地域も大きな開発の影響をうけ

ている｡特に,インドネシアでは移住政策の

名のもとに人口過密なジャワの人口を外債に

移す計画が進行中であり,本論であつかった

低温地はその開発の中心地域でもある｡
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現在南スマ トラでおこなわれている低湿地

の開拓方法は三つの型にわけられるように思

われる｡第 1の型は政府指導型の大資本投下,

大規模工事,大量移住方式である｡機械力に

よる原生林の伐採,運河掘削,大水田造成,

居住地域の設定など,きわめて計画的に工学

的におこなわれる｡現在進行中のf7パ ン地区

周辺の開拓はみなこの型である｡

第 2にはプラウ ･リマウでみたように,パ

ッシラレベルの資本投下による伐採のあと,

ブギスなどが入植 し徐々に共同作業を加えて

いって入植する型である｡

第 3の型は,全 く個人 レベルで入植する｡

小さな舟の通れるような運河をつ く.り,小さ

な畑を自分でつ くってゆ く｡ パ レンバ ンか ら

スンサ ンにいたる低湿地の問にある小河川の

沿岸には, こういった小規模な零細開拓民が

多 くみ られる｡ この中の大部分は,数年 して

開拓地を放棄 して他の地- うつ ってゆ く｡雑

草の繁茂が原因でうつる場合が多い｡

これ ら三つの開発の型式をみた場合,最 も

低湿地の条件をよく克服 し,地道に息長い定

着生活を成 しうるのは第 2の型であろうかと

考え られる｡第 1の型は,大計画であるがゆ

えに,無駄や失敗が大 きく,かつ入植者の現

地に対する認識が浅い｡第 3の型は,個人の

力では熱帯低湿地の自然力を人間に利用 しつ

くす限界がみられる｡いたず らに二次林をふ

やすだけである｡第 2の型が最 も好ましいで

あろうと考える根拠は,現にそこに住んでい

る人間の白然に対する認識の深さである｡

熱帯の低湿地の自然条件はむろん楽なもの

ではない｡常にかなりの手を入れてゆかなけ

れば,第 3の例のように,自然の力が人間を

駆逐する｡ プラウ ･リマウでみたパ ッシラの

伐採か ら材の搬出,そのための運河開削,火

入れ,稲作化,他作物の植え付け,運河の拡

張と整備などの作業は,低湿地の条件を完全

に理解 した上でおこなわれている｡

森林が切 り開かれる場合には,利用される

べき材は用途に応 じて最 も有意義に使われな

ければならない｡プライは輸出用材として,

CamPnosPeymaは国内材 として,ニボ ンは付

近住民の建築材として,まず利用される｡他

の中小木は切 られ,焼かれ る｡焼け残 った材

は無理に排除することを しないで,分解のす

すむにまかせてお く｡それがやがて土地を肥

や してゆく｡滞水は排除 し,作物の植え付け

はその性質により場所を選んでていねいにお

こなう｡同時に運河の拡張などの大仕事は共

同作業でおこなう｡ 森林が森林である時,自

己施肥能力でもって地力を維持 し,森林とし

ての機能を保 ってゆ く｡プラウ ･リマウのブ

ギスは低湿地の森林を稲や他作物と変えるだ

けで,森林のもつ物質循琵作用と同 じ効力を

維持するための努力をおこなっている｡ ここ

にみ られるのは,低湿地の悪条件を完全にの

みこんだ上で,ひとつひとつ克服 してゆ く姿

勢である｡ こういった生き方が低湿地に最 も

かなったものであろうと考えられるし,また,

これ以外に定着する方法はないだろうと考え

られる｡いわば中規模の開発方式が低湿地の

開拓に最 もふさわしいのではないかと思われ

る｡

開発と共に原生林がな くなってゆ く速度は

はやい｡南スマ トラでは道路または河川の両

側 10km 以内の森林は全 く残存 しないとい

われる｡低湿地の開拓が今のような状態でつ

づけば,コントロールとしての原生林 も早晩

な くなるであろう｡厳正自然保護地の確立を

急がねばならない｡

本調査期間中にみた限 りにおいて最 も適当

と思われるのはアランガ ンタンか らジャンビ

国境にかけての一帯である. ここの一部はす

でに自然保護地として考慮中であるといわれ

ている｡現在,漁民は,アランガ ンタンの手

前まで しか入 っていず, アランガンタンを中

心とする一帯は静寂につつまれている｡イン
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ドネシアではめず らしく人声のしない地域で

ある｡この地域のマングローブ林には人手は

全 く入っていず,いわゆる原始のままの自然

が残されている｡マングローブ林を中心に生

息する野生動物も豊富である｡また,この地

域の一部にはサタンが住むといわれ,漁師達

もおそれて近づかない場所がいくつかある｡

このような条件は,自然保護地をつ くるのに

有利である｡ 移住政策の線びきもここまでは

到達 していない｡

すでにのべたように,スマ トラの低湿地は

世界でも有数の規模をはこっている｡ 森林の

種組成の豊富さ,構造の複雑さ,森林面積の

広さ,樹体の大きさ,そこに生息する野生動

物の豊かさなどは当然保護してしかるべきで

あろう｡ 海岸線から内陸にかけて, 30万ha

級の厳正自然保護区の確立が切望される｡こ

のような自然状態の生態系を維持し,基礎的

な研究をその中でつづけることができるなら

ば,低湿地を開発する際のより好ましい方策

も生まれるであろう｡
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